
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

才戸 玲(さいど れい)

ウロボロス
ウロボロス

アーティスト

28

渇望 飢餓

画家

男

40

2
2
4
0

0
0
1
0

0
0
0
1

2
2
5
1

29
9
9
14
28

1 2
絵画 ウェブ2 1

　　 0

0 0

生還者
UGN

“影の獣”
ジャック・スケアー

尊敬
有為
友情

隔意
不快感
不信感

2

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ:ウロボロス

原初の赤:魔獣の衝撃

原初の青:形状変化:剛

原初の黄:加速装置

原初の黒:マスヴィジョン

永劫進化

混色の氾濫

影絵芝居

闇夜の烏

★

0

2

2

3

1

5

1

2

★

★

-

1d10

2

2+1

3+1

2

4+2

3

2

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

マイナー

セットアップ

メジャー

セットアップ

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

視界

至近

至近

-

至近

-

視界

至近

シーン

自身

-

-

自身

自身

-

自身

範囲(選択)

シーン(選択)

自身

自動

自動

-

対決

自動

自動

対決

自動

-

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

100↑

100↑

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-LV(下限値7)

射撃攻撃/攻撃力+5/ダイス+LV個/ラウンド1回

シーン間攻撃力+[LV×2]

ラウンド間行動値+[LV×4]

攻撃力+[LV×5]/シナリオ3回

ラウンド間≪原初の●≫のエフェクトLV+1

対象を範囲(選択)にする/シナリオLV回

任意の形や大きさの影を作り動かす

影に溶け込むことができる

幼い頃から音を色として視ることができる共感覚を持っており、その才能を活かして画家になった。
絵のアイデアを得るためにさまざまなジャンルの音楽を聴いているなかでジャックの音楽に出会い、ファンになった。
彼の音楽は今まで出会ったどんな音よりも、目が覚めるように鮮やかな原色のような音色をしていた。ライブのたびにその音を聴くのが、視るのが大好きだった
。
(多分かつてライブ後のジャックをとっ捕まえていかに俺が君の音楽が大好きかって話を長々とした後、「特にラストのあの曲！こんな色でさあ！」みたいな感じ
で絵に描いてみせて、それを気に入ってもらえたのがきっかけで友人になったんだと思う。全部幻覚です。)
ミュージシャンと画家、ジャンルは全く違えど同じアーティストとして、友人として、互いの「作品」の感想を伝えあったりしながら切磋琢磨していた。
彼と話をするのは楽しかったし、毎日が幸せで、まるで世界が色鮮やかに輝いているように見えていた。

──それが、2年前、ジャックが消息不明になり、才戸玲がオーヴァードに覚醒するまでの話。

ウロボロスというシンドロームらしい。
発見されたばかりのシンドロームで、詳しいことはよくわかっていないらしいが、
その特徴は、影を操る、能力の模倣、それから…

──突然変異。

オーヴァードになってから、今まで当然のように持っていた共感覚が、消えた。
頭の中に、突然真っ黒な影の獣が現れて、全ての色を喰らっていった。
全部、黒一色(モノクロ)に塗りつぶされてしまった。

色を認識することはできる。
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